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図5:図3,4のシミュレーションパターンにおける濃度と規則度の対相関関数
GX (左列)､GS (右列)｡図3:(a),図4:(b)
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｢パターン形成､運動およびその統計｣
ことによって､-ドロブレットが形成されたことを示している｡ スピノーダル領域の場令
と比べて､このときのX,Sの相関距離にはそれほど顕著な差は見られない｡
4.まとめ
本研究では､実験と計算機シミュレーションにより､2元系規則合金の準安定な規
則一不規則転移点付近での相分離過程の特徴について検討を行った｡その結果､2相領
域内でも臨界点特有の紬かな規則度揺動が現れ､その影響は2相構造が形成された後に
も見られることが明らかとなった｡また､相分離はこのような規則度変動に加えて､長
い周期の濃度変動が発生することにより進行することが示された｡今後､計算結果のさ
らに詳しい解析を行う予定である｡ 最後に､本研究の共同研究者である沖憲典教授と田
中康弘氏に感諭の意を表します｡
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